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科学技術イノベーション政策推進専門調査会 

の設置等について 

 

平成２３年８月１１日 

総 合 科 学 技 術 会 議 

 

１ 総合科学技術会議令第２条第１項に基づき、総合科学技術会議

に科学技術イノベーション政策推進専門調査会を設置する。 

  科学技術イノベーション政策推進専門調査会は、第４期科学技

術基本計画に沿った政策の確実な推進を図るため、同計画に掲げ

られた「震災からの復興、再生」、「グリーンイノベーション」、

「ライフイノベーション」、「基礎研究及び人材育成」等の重要

事項に関して、ＰＤＣＡサイクルの実効性の確保を含めた、科学

技術に関する基本的な政策の推進に係る事項について調査・検討

を行う。 

 

２ 総合科学技術会議令第１条第１項に基づき、総合科学技術会議

に、科学技術に関する基本的な政策の推進に係る事項について調

査・検討を行う専門委員を置くことにつき、内閣総理大臣に意見

具申する。 
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（参考１） 

１．検討事項 

○ 第４期科学技術基本計画の推進の上で専門的検討が必要とされ

る事項 

○ 第４期科学技術基本計画に掲げた施策の実施状況についての把

握と更なる推進策の検討 

                等 

 

２．その他 

  科学技術イノベーション政策推進専門調査会の設置に伴い、平

成２３年３月３１日付けで基本政策専門調査会（平成２１年６月

１９日総合科学技術会議決定）を廃止する。なお、基本政策専門

調査会の下部組織も廃止することとする。 

また、科学技術イノベーション政策推進専門調査会の決定によ

り、その下に、第４期科学技術基本計画の推進体制を適切に整備

するものとする。 
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（参考２） 

○総合科学技術会議令（平成１２年政令第２５８号）〔抜粋〕 

（専門委員） 

第一条 内閣総理大臣は、専門の事項を調査させるため必要があるときは、総

合科学技術会議（以下「会議」という。）の意見を聴いて、会議に専門委員

を置くことができる。 

２ 専門委員は、当該専門の事項に関し学識経験を有する者のうちから、内閣

総理大臣が任命する。 

３ 専門委員は、その者の任命に係る当該専門の事項に関する調査が終了した

ときは、解任されるものとする。 

４ 専門委員は、非常勤とする。 

（専門調査会） 

第二条 会議は、その議決により、専門調査会を置くことができる。 

２ 専門調査会に属すべき者は、専門委員のうちから、議長が指名する。ただ

し、議長は、必要があると認める場合は、専門調査会に属すべき者として議

員を指名することができる。 

３ 専門調査会は、その設置に係る調査が終了したときは、廃止されるものと

する。 
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総合科学技術会議 

科学技術イノベーション政策推進専門調査会 

委員名簿 

2012.3.21 

 

会長 相澤 益男 総合科学技術会議議員 

奥村 直樹          同 

今榮 東洋子     同 

白石 隆       同 

   青木 玲子      同 

   中鉢 良治      同 

平野 俊夫      同 

大西 隆           同 

 

（専門委員） 

石川 幹子  東京大学大学院工学系研究科教授 

上山 隆大  上智大学経済学部教授・学部長 

春日 文子  国立医薬品食品衛生研究所食品衛生管理部室長 

北城 恪太郎 日本アイ・ビー・エム株式会社最高顧問 

久間 和生  三菱電機株式会社執行役副社長 

小谷 元子  東北大学大学院理学研究科教授 

庄田 隆   第一三共株式会社代表取締役会長 

中馬 宏之  一橋大学イノベーション研究センター教授 

成宮 周   京都大学大学院医学研究科教授 

松本 紘   京都大学総長 
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科学技術イノベーション政策推進専門調査会 

役割及び期待される成果 

 

平成２４年３月２１日 

総 合 科 学 技 術 会 議 

科学技術イノベーション政策推進専門調査会 

 

 

総合科学技術会議 科学技術イノベーション政策推進専門調査会の役割及び

審議結果の期待される成果は次のとおりである。 

 

（１）役割 

 第４期科学技術基本計画に基づき、科学技術イノベーションを一体的に展

開し、国際競争力の向上に資する、重点的かつ優先的に取り組むべき骨太の

課題、政策、施策、並びに科学技術イノベーションの推進に向けたシステム

改革を進めるための取組の方向性について審議を行い、提言・提案をまとめ

る。 

   

（２）期待される成果 

  本調査会の審議結果は、総合科学技術会議（以下、本会議）へ付議され、

総理および科学技術政策担当大臣を含む関係閣僚を交えて議論されることと

なり、本会議にて一定の結論が得られた場合には、政府の基本的な科学技術

政策となり、関係府省の政策へ具体的に反映され実施される。 
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「復興・再生戦略協議会」「グリーンイノベーション戦略協議会」 

「ライフイノベーション戦略協議会」の設置について 

 

平成２４年３月２１日 

総 合 科 学 技 術 会 議 

科学技術イノベーション政策推進専門調査会 

 

１．趣旨 

第４期科学技術基本計画第Ⅱ章を推進する「科学技術イノベーション戦略協議会」

として、「復興・再生戦略協議会」「グリーンイノベーション戦略協議会」「ライフイ

ノベーション戦略協議会」を設置する。 

 

２．役割及び期待される成果 

＜役割＞ 

・ 震災からの復興・再生、グリーンイノベーション、ライフイノベーションそれぞ

れの課題達成の観点から、イノベーションを実現するために必要なシステム改革

（規制・制度改革、導入促進策等）を含め、府省の枠組みを超えて国として推進

すべき戦略、取組内容案を具体化する。 

・ 上記戦略等のＰＤＣＡサイクルを実施する。 

・ 産学官をはじめ、多様で幅広い関係者の連携・協力を行う場としての役割を果た

す。 

＜期待される成果＞ 

・ 科学技術重要施策アクションプラン（案）を取りまとめ、科学技術イノベーショ

ン政策推進専門調査会へ提案する。 

・ イノベーションを実現するために必要なシステム改革（規制・制度改革、導入促

進策等）を取りまとめ、科学技術イノベーション政策推進専門調査会へ提案する。 

 

３．公開 

原則公開で行う。 

 

４．戦略協議会の庶務 

政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）において処理する。 
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「基礎研究及び人材育成部会」の設置について 

 

平成２４年３月２１日 

総 合 科 学 技 術 会 議 

科学技術イノベーション政策推進専門調査会 

 

１．趣旨 

第４期科学技術基本計画第Ⅳ章の推進体制として、「基礎研究及び人材育成部会」

を設置する。 

 

２．役割及び期待される成果 

＜役割＞ 

  国際的な動向を踏まえて、基礎研究及び人材育成関係施策に関し、これまでの取組

も活用した具体的な提言を取りまとめる。 

＜期待される成果＞ 

  具体的な推進方策を取りまとめ、科学技術イノベーション政策推進専門調査会へ提

案する。 

 

３．公開 

原則公開で行う。 

 

４．部会の庶務 

政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）において処理する。 
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「ＩＣＴ共通基盤技術検討ワーキンググループ」 

「ナノテクノロジー・材料共通基盤技術検討ワーキンググループ」 

の設置について 

 

平成２４年３月２１日 

総 合 科 学 技 術 会 議 

科学技術イノベーション政策推進専門調査会 

 

１．趣旨 

第４期科学技術基本計画第Ⅱ章及び第Ⅲ章に掲げた課題の達成に、横断的に活用さ

れうる「共通基盤技術」についての推進体制として、「ＩＣＴ共通基盤技術検討ワー

キンググループ」「ナノテクノロジー・材料共通基盤技術検討ワーキンググループ」

を設置する。 

 

２．役割及び期待される成果 

＜役割＞ 

・ 第Ⅱ章及び第Ⅲ章に掲げた課題の達成に向け、横断的に活用されうるＩＣＴ及び

ナノテクノロジー・材料の技術を検討する。 

・ 国内外の技術動向の把握・分析を行い、国際競争力の視点からＩＣＴ及びナノテ

クノロジー・材料の技術の強化を促進する。 

＜期待される成果＞ 

・ 第Ⅱ章及び第Ⅲ章に掲げた課題の達成に向け、将来、必要と考えられる技術開発

課題を特定し、各科学技術イノベーション戦略協議会等へ提案する。 

・ 共通基盤技術に関する達成目標・ロードマップを作成し、科学技術イノベーショ

ン戦略協議会等と共有し、同戦略協議会等の検討へ生かす。 

 

３．公開 

原則公開で行う。 

 

４．ワーキンググループの庶務 

政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）において処理する。 
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「重点化課題検討タスクフォース」の設置について 

 

平成２４年３月２１日 

総 合 科 学 技 術 会 議 

科学技術イノベーション政策推進専門調査会 

 

１．趣旨 

第４期科学技術基本計画第Ⅲ章について、課題の具体化、重点化の検討を行う場と

して、「重点化課題検討タスクフォース」を設置する。なお、本タスクフォースは平

成２４年６月までの時限的な場とする。 

 

２．役割及び期待される成果 

＜役割＞ 

・ 「復興・再生戦略協議会」「グリーンイノベーション戦略協議会」「ライフイノベ

ーション戦略協議会」で議論することが適切な課題を整理する。 

・ 上記に該当しない個別課題についての大括り化と府省連携の在り方を検討し、そ

の実行策を具体化する。 

・ 政府内の科学技術に関係する本部等との連携強化の在り方を検討する。 

＜期待される成果＞ 

・ 「復興・再生戦略協議会」「グリーンイノベーション戦略協議会」「ライフイノベ

ーション戦略協議会」で議論すべき課題を特定し、各科学技術イノベーション戦

略協議会へ提案する。 

・ 技術開発、実証、支援・普及制度等に関する取組みのパッケージ化や府省連携、

産学連携の推進策をとりまとめ、科学技術イノベーション政策推進専門調査会へ

提案する。 

・ 総合科学技術会議におけるフォローアップの在り方、本部等との連携の在り方等

を取りまとめ、科学技術イノベーション政策推進専門調査会へ提案する。 

 

３．公開 

原則公開で行う。 

 

４．タスクフォースの庶務 

政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）において処理する。 
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「科学技術外交戦略タスクフォース」の設置について 

 

平成２４年３月２１日 

総 合 科 学 技 術 会 議 

科学技術イノベーション政策推進専門調査会 

 

１．趣旨 

第４期科学技術基本計画第Ⅱ章、第Ⅲ章及び第Ⅳ章に掲げた国際関係の課題を推進

するための検討を行う場として、「科学技術外交戦略タスクフォース」を設置する。

なお、本タスクフォースは半年程度の時限的な場とする。 

 

２．役割及び期待される成果 

＜役割＞ 

・ 平成２２年２月にとりまとめた「科学技術外交戦略タスクフォース報告書」のフ

ォローアップと新たな課題の絞り込みを行う。 

・ 上記を踏まえ、「科学技術外交連携推進協議会」の設置について検討する。 

・ 第Ⅱ章、第Ⅲ章及び第Ⅳ章に掲げた課題のうち、国際関係の課題の達成に向け、

科学技術基本計画に関連する府省施策のチェックを行う（施策レビュー）。 

 

＜期待される成果＞ 

・ 「科学技術外交戦略タスクフォース報告書」のフォローアップと新たな課題を整

理し、科学技術イノベーション政策推進専門調査会に対して報告する。 

・ 上記を踏まえ、「科学技術外交連携推進協議会」の設置の必要性等について、科

学技術イノベーション政策推進専門調査会に提言する。 

・ 第Ⅱ章、第Ⅲ章及び第Ⅳ章に掲げた課題のうち、国際関係の課題の達成に向け、

各戦略協議会、基礎研究及び人材育成部会と連携し、府省施策の修正、強化、追

加等の必要な提言を行うと共に、アクションプラン等に盛り込むべき取組、施策

を科学技術イノベーション政策推進専門調査会に対して提案する。  

 

３．公開 

原則公開で行う。 

 

４．タスクフォースの庶務 

政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）において処理する。 
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